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　　　　　第四貰八十七號

　　昭和三十八年七月一舞嚢行

曜
豹
二
畦
観
勾
試
が
髪
｝
E
週
馨
健
禦
潟
轟
辱
郵
酬
薦
鷹
嗣
舞
憩
王
三
曳

昭
繍
三
十
八
年
七
月
一
日
機
行
（
毎
月
一
回
凝
行
）

プ
ラ
ト
ン
第
七
書
簡
の
謎
…
…
…
…
：
…
…
・
長

教
育
的
認
識
の
構
造
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
源

償
値
の
経
験
論
的
解
繹
と
超
越
論
的
解
繹
…
島

坂

公 了

円

芳

夫

京都大學文學部内
　京都哲學會

或
攣
講
窮
響



京
都
哲
學
會
規
約

　
、
・
本
會
は
贋
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
翻
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
顕
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
毎
月
一
回
忌
誌
「
才
望
研
究
」
を
獲
行
ず
る

昌
　
毎
年
公
開
講
演
曾
を
開
く

㊧
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
書
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
會
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
二
三
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

　
ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
薄
書
館
・
其
他
の
團
薩
は
團
髄
の
名
を
以
て
入

曾
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
三
二
は
會
費
と
し
て
年
一
、
五
〇
〇
圓
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

遅
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
倉
誌
の
配
布
を
受
け
愈
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行
．

　
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
綿
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
禽
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
裏
込
役
員

委
　
員
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次昌篇
蔵

前

い
わ
ゆ
る
錯
視
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
…
…
柿
崎
祐
一

イ
ン
ド
知
識
論
に
お
け
る
真
・
偽
の
考
察
・
：
宇
野

一
正
理
・
勝
論
派
を
郎
君
と
し
て
一

霞
然
の
歴
史
と
自
由
の
歴
史
…
：
…
：

ー
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
学
的
思
想
の
考
察
一

彙
　
　
　
報

惇

－
池
内
健
次



次号論文予魯

聴
覚
の
論
理
…
…
…
・
…

教
育
的
認
識
の
構
造
（
完
）
・

ナ
シ
ョ
ナ
弓
ズ
ム
の
類
型
山
…

外
部
知
覚
に
つ
い
て
…
：
：

　
…
…
：
植
網
寿
蔵

…
…
…
…
療
　
了
円

　
：
…
…
高
島
騒
二

　
…
：
：
岡
蹄
正
次



　
　
　
禽
　
　
　
告

一
、
本
愈
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
賦
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
目
座
京
都
園
〇
三
九
番
　
京
都

霜
野
曾
）
宛
に
規
定
の
曾
費
（
年
　
、
五
〇
〇
圓
又
は
傘
年

七
五
〇
圓
）
を
お
着
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
曾
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
嚢

賞
に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
編
臨
代
富
町
二
　
創
文
馳

　
（
振
替
口
座
東
京
九
二
照
七
二
番
　
創
油
搾
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
佛
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

　
は
坐
－
年
分
）
、
　
禽
課
買
は
酬
源
…
則
と
し
て
本
誌
ふ
1
二
購
）
　
又
は
漏
ハ

柵
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
濫
費
の
四
更
其
他

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
傘
年
）
毎
に
精
算
し

　
ま
す

一
、
會
員
の
縛
雇
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

窟
都
哲
學
曾
宛
に
御
通
知
下
さ
い

～
、
案
誌
の
編
集
に
蘭
す
る
遇
儒
・
新
刊
書
・
寄
購
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
愈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
醤
市
重
壁
臨
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
三
⊥
丁
八
年
六
月
三
十
－
鷺
印
刷

昭
和
三
十
八
年
七
月
　
一
　
臼
讃
行

蛮
行
所

編
集
人

獲
行
人

印
測
入

門
翠
雲

館
賦

y｛堀堀來久常編京京

1醗鐸集讐轍

魚　　　憾理　　　文

蜘治躰三岬
二　　町　　　部
六所：郎二男郎　 内野

創
　
　
文
　
　
杜

東
京
都
千
代
霞
鼠
代
富
町
二

振
替
ロ
座
　
東
京
　
九
二
四
七
二
番

電
話
　
丸
ノ
内
　
圏
　
四
〇
〇
八
番

註
　
文
　
規
　
定

一
、
倉
員
以
外
の
購
讃
管
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
証
文
薩
」
へ
御
串
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
便
一

瓢
○
圓
、
送
料
。
圏
○
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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月
一
薗
嚢
　
行
）
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